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職員のモチベーションはもう限界！
怒れ若者よ！低い初任給、昇給・昇格の抑制、一番の被害者は若年層だ！

人勧がないから較差は解消しないと言うなら、人勧に基づかない給与削減をどう説明する？
　県労連は11月７日、2013賃金確定闘争の第2回幹事団交渉を行いました。

冒頭、芹沢県労連議長は、「昨日、関内ホールで総決起集会を開催した。各単組の代表が、厳しい生活実態やモチベーションの維持は限界にきているといったさまざまな窮状を訴えた。現場職員の切実な声に応えるようなメッセージを発信してほしい。」と強調しました。

公民較差（＋298円）の解消を！

　今年の月例給公民較差は298円（0.07％）で、自宅に係る住居手当で引下げ改定を行った昨年（△245円/△0.06％）よりも大きい較差となっています。
自治労県職労幹事団は前回に引き続き、この較差解消を強く要求しました。

しかし、当局は今回の交渉でも、「人事委員会が引上げ勧告を行わなかった」「緊急財政対策を実施している中、県民の理解が得られない」として、較差解消を拒否しています。

引上げ勧告がないとしても、民間との較差については人事委員会の報告でも明確です。較差が出れば当然に埋めるべきであるし、解消する手法は、労使交渉の中で考えればよいのです。

「人事委員会勧告」に固執するならば、人事委員会勧告に基づかない現在の給与削減をあらためて見直すべきではないでしょうか。

298円という数字だけを見れば、大きい金額ではありません。しかし、金額の大小ではなく、較差を解消することに大きな意味があるのです。

今年は、度重なる給与削減が行われている状況下にあり、職員のモチベーションはぎりぎりの状態にあること、その危機感を当局にしっかりと理解していただきたいと思います。

初任給・若年層賃金の改善を！

　現在行われている給与削減、退職手当の削減は、職員に負担が大きくのしかかり、さらに、50歳代後半層の昇給・昇格抑制は、当事者だけでなく、将来的には現在の若年層の生涯賃金にも大きな影響を与えます。

人事委員会報告によると、神奈川県の大卒初任給は196,680円で、民間企業の初任給203,012円を6,332円下回っています。この実態をどのように考えているのかという当局の見解を聞いてみましたが、その答えは返ってきませんでした。
千葉県では、民間給与との較差（355円/0.09％）を埋めるために、初任給を2,000円引上げ、若年層の給料表を引上げるとしています。

新規採用者が辞退する、若い世代が神奈川県に定着しないなど、今後の県政運営に大きな支障をきたしかねない状況があります。

若年層の生活改善や人材確保の観点から、初任給及び若年層の賃金改善は大変重要な課題です。

50歳代後半層の昇給・昇格抑制に抗議！

　当局は、昨年の人事院勧告、県人事委員会勧告を理由に、50歳代後半層の昇給・昇格抑制を提案しました。

この制度改悪がされるとしたら、職員のモチベーションは確実に下がり、職員全体に大きな影響を及ぼす問題だと思います。

定年までの5年間、コツコツ真面目に働いても賃金が上がらないのでは、やりきれません。また、停職処分を受けた職員と同じ昇給抑制がされることは、理不尽です。

当局は、「職員のモチベーションの維持は重要である」と回答しましたが、モチベーションを下げないための策があるのでしょうか。何もないのであれば、マイナス提案の撤回を求めます。

	項　目
	これまでの労務統括官回答
	これまでの県労連の主張

	基本賃金
	・月例給については、民間が298円（0.07%）上回っていたが、公民較差がわずかであることから、県人事委員会が給料表の改定を見送ると報告を受けており、給料表の改定は行わない。

・扶養手当については、国を上回る措置をしており、また、県内民間企業の実態から見ても、引き上げることは困難である。
	・現在、大幅な賃金削減が行われていることを踏まえた回答を求める。

・引上げ勧告がないとしても、民間との較差は人事委員会の報告でも明確であり、何らかの方法で解消を図るべきである。

・若年層の生活改善や人材確保の観点から、初任給及び若年層の賃金改善を求める。

・次世代育成支援のためにも、子どもに係る扶養手当の引上げを求める。

	高齢層職員の昇給・昇格制度
	・昇給制度について、55歳を超える職員（行（二）、医（一）は57歳を超える職員）は、標準の成績では昇給しないこととし、特に良好の場合は、1号給の昇給に抑制したい。

＜2014年1月実施＞

・昇格制度についても、最高号給を含む高位の号給から昇格した場合の給料月額の増加額について国に準じて縮減したい。　

＜2014年4月実施＞

⇒・職員のモチベーションを維持することは重要である。厳しい状況にはあるが、何ができるか、慎重に考えていかなければならない。
	・賃金削減や退職手当の引下げで、高齢層職員の生涯賃金は大幅に減っている。

・民間と公務との人事構成を無視し、高年齢者の賃金だけを比較するやり方は認められない。

・当事者だけでなく、職員全体のモチベーションが確実に下がり、その影響は非常に大きいものになる。

・当局は、職員のモチベーションを下げないための対策を考えているのか。

・昇給・昇格抑制となる提案の撤回を求める。



	総労働時間の短縮
	・これまでも、管理監督者の意識啓発を図るため、さまざまな取組みを行ってきた。

・今後も各職場にノー残業デーの徹底や総労働時間の短縮についての取組みを周知していく。

・業務の見直しを進め、総労働時間の短縮を着実に行っていく。
	・抜本的な改革なくして総労働時間の短縮は進まない。

・現場職員の悲痛な訴えを受け止めて現状を認識し、具体的で実効性ある取組みを示してほしい。

・所属任せだけでは、過重労働の撲滅はできない。県全体で取り組むことが必要である。

	メンタルヘルス対策の強化
	・安心して働ける職場環境の整備については、これまでさまざまな施策を進めてきた。

・昨年7月にパワハラ指針を作成した。事例集も作成しており、近いうちに示すことができる。

・今後も有効なメンタルヘルス対策を進めていきたい。


	・メンタル不全になる職員が増えている。

・指針や事例集を作成・配付するだけでは効果は上がらない。

・予防策やサポート体制の導入も含め、総合的なメンタルヘルス対策の一層の拡充が必要である。

・これまでより一歩進んだ判断を求める。

	休暇制度の充実・改善
	・休暇もコストであり、国の制度とのバランスもある。これ以上の新設や拡充は難しい。

・人事院は国家公務員制度改革等に関する報告の中で、配偶者帯同休業制度の導入について意見の申出を行った。県の取扱いを検討したい。
	・現在、小学校卒業時までの子を対象としている子の看護休暇について、対象期間を義務教育終了時までとするとともに、障害のある子については、18歳までに引き上げてほしい。

・高齢化社会が進む中で、要介護者を抱えた職員の負担を少しでも軽減するために、現行5日／1人の短期介護休暇の改善を求める。

	特殊勤務手当
	・特殊勤務手当の見直しを行ってから、7年が経過している。現在の職務実態を踏まえた見直しが必要である。

・今後、業務の実態調査をし、しかるべき場で話し合いたい。
	・削減ありきの交渉には応じられない。

	次世代育成対策強化
	・職員が安心して子育てできる環境づくりを行うことが大切。

・男性の育児休業取得の促進に向けて、何ができるかを考えたい。


	・仕事と家庭の両立支援に向けて、男性職員が育児休業を取得しやすい環境を整備するため、具体的な計画の策定など、県自ら積極的な姿勢を示してほしい。

	臨任・非常勤職員の

勤務条件改善
	・予算の制約、職場運営、正規職員との均衡を踏まえると、現行制度を超えた改善は困難である。

・給料表及び期末・勤勉手当支給月数について改定を行わないので、2014年度の非常勤報酬の改定はない。
	・正規職員と同様の労働実態にありながら、その労働条件には大きな格差が生じている。

・臨任・非常勤職員の賃金や休暇制度の改善を求める。

・非常勤職員の雇用継続を行うとともに、雇用更新年限を設定しないよう求める。


※　下線・ゴシック部分は、11月7日の回答内容
2013県労連確定闘争日程

○１１月１１日（月）　県労連決議文手交

○１１月１３日（水）　県労連幹事団最終交渉

○１１月１３日（水）１９時～

自治労県職労　第１１１回拡大評議委員会

場所：県庁本庁舎１階　１２０会議室

☆要求の前進をめざそう！
※　最終交渉の結果は、11月14日、組合のＨＰに掲載しますので確認してください。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































